
2022年、2023年の講演内容です

2024年になり、考えなど変化した部分を
お話ししていきますね

「本の出版」
これを目標としている方もいらっしゃると思
います。具体的にどのように出版の話が進む
かを見ていきましょう



ここまでは私とライターさんとのやりとり。
本当に出版の話が進むか不安がありました、

私がやることはない。
ライターさんの交渉の結果を待つのみで

返信を今か今かと待っていました。取りです

ヴォーグ本社で
ステッチイデー編集長、担当者さん、

ライターさん、
私の4人での企画会議です

いよいよ制作開始！！
ですが、実際は

誌面のサイズが決まらないと進められない作品もあって、
ヴォーグさんの会議の返信待ちなどで
予定通りに制作できないこともあり

焦る！！

図案は実寸。
iPadで描き、 PDFデータをライターさんへ送る。

出版前に綺麗に直してくれるので、
図案自体はそんなに綺麗に書けてなくてOK



作品作りより大変だった



第二章
趣味を仕事へ

SNSの活用を中心に講演したときの資料です

年々、インスタでの集客の難しさが
増しているように感じています

「情報過多」な世の中
しっかり戦略が必要なのかも



今は顧客、生徒さん向けというよりは

「新しく自分を知った方、
今、知って興味を持ってくれた方」

に向けての発信を意識するように変えました

同じこと、同じ写真でもいいと思っています

ハッシュタグのフォローがなくなるらしいです
ピンチ

何をしている人か
HPへの誘導



もう今は、子育てと言える年齢ではないので
ここ言われると気まずいくらいです

刺しゅう以外の仕事が増えている今、
いかに刺しゅう時間を確保するかを考えています

スピード感と書いていますが
実はかなり計画的

インスタで発表する何か月も前からやっていることが多いです



ごめんなさい、今は生徒さんの3倍は絶対にやってない
でも、3倍の時間は刺繍に触れている

という気持ちは持っています…



イラレ単体　月額2890円〜
アドビ全プラン　月額7240円〜

プロクリエイト　買取2000円



そして今は使っている方も多いと思うのですがCANVAアプリも簡単に便利なので
プロクリエイトで書いた自分のイラストと組み合わせて使用しています

今、強化しているのがHP、LPです
情報が一つにまとまったサイトを作れるということは相手に何かを伝える時に便利です。

透明性のある仕事ができるので、信頼もしてもらえる。

そして、サイトが自分で作れる、
いつでも自分で情報を更新したり、ページを増やせるのが大事。

刺しゅうアートフェスティバルのサイトもHP制作会社にお願いすると数十万かかる。
更新、内容や写真の変更ごとに数万の費用がかかる。時間も数ヶ月かかる。

でも自分でやれば、サーバーの契約料のみですし、スピード感ある対応ができる！！



専業主婦

個人事業主

法人化

日々、わからないことだらけで不安はたっぷり。

損することは、勉強代と割り切るけど
損をしないための勉強や対策は必須！！！！

得をしたら、ラッキー
もっと大きくして、ラッキーを広げることが自分の役割と思っています

「一寸先は闇」と思うと行動することに不安はあるけど
　見えてない三寸先は輝いてると信じて
輝きを見つけるまで進みましょう！！


